平成25年度第３回岩国市環境審議会の結果について
1 会議名
平成25年度第３回岩国市環境審議会

2　開催日時

　　平成25年11月１日（金）午後２時00分から午後４時00分

3　開催場所

　　岩国市役所２階　特別会議室

４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、丸尾時彦（副会長）
　　河角衛、河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、白木吉子、末友靖隆、野草哲平、
　　樋口隆哉、藤谷允子、森川裕子

　（事務局）

　　環境部長：土井寛治

　　環境保全課　課長：川戸裕司、環境対策班長：藤井哲夫
　（担当課）

　　環境事業課　課長：西村嘉允、管理班長：上尾浩睦、企画室長：藤村篤士、

　　　　　　　　企画室：藤澤政博、橋本光弘、釘屋賢一、荒川香与子
　　環境保全課　課長：川戸裕司、環境対策班長：藤井哲夫、環境対策班：村繁利行
　　東和テクノロジー　望月俊彦、宮﨑大輔
　（関連部署）

　　環境施設課　課長：金屋正春

　　下水道課　　課長：村中広滋

5 議題

１　岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について（環境事業課）
２　悪臭防止法規制地域の変更について（環境保全課）
　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　１人

８　会議内容概要

　　《審議等事項》

1　岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について

①岩国市一般廃棄物処理基本計画（案）について
　ア　第３編　ごみ処理基本計画

　　　・数値目標について
　　　　（リサイクル目標、最終処分目標、環境保全に関する目標）
・重点施策について
　　　　　イ　第４編　生活排水処理基本計画

　　　　　ウ　第5編　計画の進行管理体制について

　　　2　悪臭防止法規制地域の変更について

（会　長）　　皆様、お疲れ様でございます。

　　　　　　　それでは、これから『第３回岩国市環境審議会』を開催致します。

　　　　　　　本日は、委員12名全員の参加でございますので、規約にのっとり、本会議が成立していることを報告致します。

　　　　　　　次に、この会議の署名委員のことなのですが、今回は、白木委員と末友委員にお願いしたいと思います。

　　　　　　　それでは、これから具体的な審議に入りたいと思います。

　　　　　　　「岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について」、お手元の資料をご覧いただきながら、事務局からのご説明を聞きたいと思います。

　　　　　　事務局、よろしくお願いします。

　　　《担当課説明》リサイクル目標・最終処分目標・環境保全に関する目標について資料に基づき説明

（会　長）　それでは、34ページの「リサイクル目標値」のところから質疑に入りたいと思います。

　　　　　　皆様の方から何かご質問やご意見がありましたら、いただきたいと思います。

（委　員）　すみません、新聞の回収率を聞きたいのですが…リサイクル率です。

　　　　　　私も自治会の方で資源ごみ回収の日があり、新聞社が何曜日は新聞の日です、トイレットペーパーを１つあげるので、出してくださいと言って回ってみると、皆玄関に出しています。

　　　　　　その分は入っていないのでしょう。

（担当課）　そちらについては、あくまでも新聞社さんがされている自主的な活動でございますので、計上されていないということになります。

　　　　　新聞の回収量が減った要因も、先程言い忘れましたが、恐らく自主的な活動というこちらの方もかなり効いてきているのだなというところもございます。

（委　員）　それが自治会の方で、私がＰＴＡの方々に、資源回収品が帰ってきたらＰＴＡや色々なところに配分しますので、極力新聞も資源ごみで出してくださいと回覧を回したり、ＰＴＡの会合で話をするのですが、子供が学校へ行く若い人に限って、新聞を出してトイレットペーパーを一個貰っています。

　　　　　　集団的よりは、自分がトイレットペーパーを一つでも貰った方が良いという方向があります。

　　　　　だんだんそういうのが進むと、新聞回収率が下がってくると思います。

　　　　　資料を見させていただいてもそれが書いていないので、それがどうかなと思います。

　　　　　だんだん下がってくる感じがするので、ちょっとお聞きしました。

　　　　　以上です。

（会　長）　他にご意見がございますでしょうか。

（委　員）　　『資料１－３』の「◆岩国市の資源品の排出実績」なのですが、もしかすると前々回の会議で多少お話されていたかも知れないのですが、平成17年度から平成18年度にかけて一気に増えているようなグラフになっているのですが、この理由といいますか、雑誌類と段ボールが増えている理由がどういったものかをご説明いただければ幸いでございます。

（担当課）　こちらの理由なのですが、実は合併というのがございまして、それまでの合併前の市町村というのは、それぞれ独自の方法で収集をしておりました。

　　　　　　私は玖珂出身なのですが、玖珂でしたら資源回収奨励金制度をすごく前面に推していました。

　　　　　岩国市と合併するということで、先程委員が言われましたように、自治会の方にお金を入れるという格好になって、その資源回収奨励金を極力絞っていき、自治会の方に出しましょうということがございましたので、そのあたりも効いているのかなと思います。

　　　　　　現在、資源回収奨励金制度自体は残っていますが、こちらにつきましては、福祉団体や、ごく絞られたところだけということで事業を展開しておりますので、その関係があるのかと考えております。

（委　員）　ありがとうございます。

（会　長）　よろしいですか。他にご意見がございますでしょうか。

（委　員）　一番最後の「（５）環境保全に関する目標」で、第一工場から新しい焼却場を作る計画、人絹の方でしていらっしゃいますね。

　　　　　　それで、新しい施設ができれば燃やす量が減るというのは、今分かっていらっしゃる範囲内で、どういったものでしょうか。

　　　　　　量でも良いし、このようになればこうなってかなり燃やせるので、排出量が減る等、お考えがお分かりになればお願いします。

　　　　　　他の自治体でよくありますね。

新しい機械を入れると、今まで2,000度だったのが3,000度に上がるから、それだけあれば、廃棄するごみが少なくなるだろうというような。
　　　　　　それで、これは平成31年でしたか。

（担当課）　平成31年度からの目標です。

（担当課）　すみません、今のご質問なのですが、新しい施設ができた時に施設の焼却能力は小さくなるのですが、今現在、第一工場にしても、大きい処理能力で少ないごみを燃やしているような状況ですので、燃やすごみの量自体は、新しい施設ができても変わりません。

　　　　　　また焼却方法等も、今の第一工場と同じような処理方式を考えておりますので、能力が小さくなるというようなイメージで答えたら良いのではないかと思います。

（委　員）　 一般ごみでは無く、産業廃棄物…いわゆる一番最後のどうにもならないごみの量というのは減るのですか。

（担当課）　そのあたりは若干の増加にはなるのですが、全体量の中でいうとほとんど影響が無いような程度です。

（担当課）　今現在も、焼却した後に出てくる灰というものを、実は全てセメント原料化しております。

　　　　　実際セメント原料化しておりますので、持って行った先で何を埋めているのかというと、返却異物ということで金属やガラスくず等、その灰の中に入っている不純物だけが却って来ております。

　　　　　なので、新焼却施設になりましても、そのあたりの埋立量の変化というのはほとんどありません。

　　　　　今説明がありましたように、全て資源化に持って行きますので、ありません。

　　　　　更に灰の中から機械を使って悪いものを除く装置も付けるということですので、却って来る量も減るのかなと考えております。

　　　　　　今の状況としましては、全量を資源化ということで灰をセメント原料にしておりますので、それを埋め立てていることはほとんど無い状態です。

　　　　　　この状態をずっと引き続きしていくということですので、最終処分量につきましては、恐らくあまり変わらないと考えております。

（委　員）　すみません、我々自治会に会長さんがおられるのですが、環境衛生連合会で横浜など、発電している全国の焼却場を回り、実際に色々と見てきました。

　　　　　岩国でそういうことができないのかと言ったら、ごみの量が確保できないから駄目ですよという話でした。

周辺の市町村が沢山あってごみが入ってくれば、それでも横浜ではストップというのがかなりよけて、止めたら大変になるので、ずっと燃やすために確保して集めておられます。

　　　　　　今、発電云々というものに、ごみは確保できるのですか。

　　　　　　大丈夫ですか。発電するのであれば、燃やす量が相当要りますよね。

（担当課）　発電のごみ量のお話なのですが、実は私達は、発電をするというのを目標に事業を進めております。　炉の選定等々につきましても、要は小さな炉ですと発電の熱効率が悪く、発電できないということがございます。

例えば炉の数を二基にしたらどうか、三基にしたらどうかなど、色々と考えてきて、そういった検討をずっと積み重ねてきて、二炉で運転していけば発電できるという答えになっております。

　　　　　　やはり現在、技術開発がかなり進んでおりますので、低い熱量でも高効率で発電できるという新しい技術もできあがっております。

　　　　　　そういった関係で、新焼却施設におきましては、発電して運転をしていくという方向性で事業を進めていくということになります。

（委　員）　分かりました。それが心配なので。

（副会長）　ここで発電された電力は、例えば中国電力さんに売電される訳ですか。

（担当課）　今の予定では、売電します。

（副会長）　先程委員が言われたように、中国電力さんの方で受け取るのであれば、ある程度毎日安定した量でなければ取っていただけないというようなことは無いですか。

　　　　　　そうすると、例えばごみが無い時に何か燃料を入れて燃やすというようなことも考えておられるのでしょうか。

（担当課）　ごみが無い時は、そこまでして無理矢理燃やしたりというのは考えていません。

　　　　　燃やさない時は、発電は止まっています。

（副会長）　では、そのあたりは引き取ってもらう方で少し融通を付けてもらうということですか。

（担当課）　そうです。一応そういう契約になっています。

（委　員）　すみません。

　　　　　　ＪＸが発電しています。私は地元なので色々と協議したのですが、ＪＸさんが石油コークス　　　　を燃やして売電するということで、ボイラーを作ったのです。どこへ電気を売るかというと、中国電力は要らないから関西電力へ売ると。そうすると、負担が３円くらい要るのです。
　　　　　そのあたりも含めて、大した量ではありませんが、売電といってもそう簡単に…。

（委　員）　これを地元の為に使うことはできないのですか。

　　　　　その電気を利用して、地元の為といいますか、施設で温水なんとか等、よくあるじゃないですか。

　　　　　そういうものはできないのですか。今回の話とは関係無いのですが。

（担当課）　 今回の発電が、発電したものをまず工場の中の電気として使って、あと他の余った熱というのは、また他の熱利用施設を今計画していますので、そちらの方にも使って、残りを売電するというような計画になっています。

（副会長） 　すみません、現在燃やしている灰については、全量をセメントにということでセメント会社さんに引き取ってもらう、そして、中の異物については、今のところはセメント会社さんの方で選別されているのですか。ふるいにかけているというか…。

（担当課）　出す前に私共の方でも分けているのですが、やはり行った先で出てきますので、そこで出てきたものについては、日の出町最終処分場に持って帰って埋めているという状態になります。

（副会長）　向こうで出てきたものについてこちらで引き取る時に、罰金としていくらかお金を取られる等は無いのですか。

（担当課）　若干、選別の手間賃という格好だと思うのですが、どうしても取られます。

（副会長）　 今度の新しい設備は良い設備になって、却ってくるものは少なくなるだろうという考え方ですね。分かりました、ありがとうございました。

（会　長）　もう既に次の「（５）」の方の話に入っていますので、皆様の方で「（５）」も併せてご質問がありましたらどうぞよろしくお願いします。

（委　員）　まず確認させていただきたいのですが、リサイクル率を出す時の分子というのは「資源化量」で、その「資源化量」というのは「資源品排出量」＋「集団回収量」ということでしょうか。

（担当課） 『岩国市一般廃棄物処理基本計画（案）』の36ページを見ていただきたいと思います。

　　　　　こちらに「数値目標の総括」ということで挙げております。

　　　　　平成24年度現在の表を見ていただきますと、全体のごみの排出量が「48,170ｔ／年」ございます。

その内の集団回収量、先程言いました資源回収や私共が認識している部分の回収量というのが「312ｔ／年」ございます。それを差し引きました「47,858ｔ／年」というのが、町の施設等々で処理しているごみの量ということになります。そちらの方から導き出した量ということになります。

　　　　　　ですので、リサイクルプラザ等で資源化したり、先程言いました灰をセメント化したりするそのあたりの数字を取りまとめた数字で出たリサイクル率ということになりますので、よろしくお願い致します。

（委　員）　ということは『参考資料１－３』に資源化量のグラフが載っていますが、これは集団回収が入っていますので、実際は、集団回収を入れない分でリサイクル率を出しているということですか。

（担当課）　失礼しました、申し訳ございません。入っている数字です。私の認識間違いでした。

　　　　　入っている数字で作った数字ということで、訂正させていただきます。

　　　　　ですので、「48,170ｔ／年」というのが分母になろうかと思います。

（委　員）　36ページの図で見ますと、「再資源化量」という緑色の斜線部分がありますが、「再資源化量」というのは、資源品として出されたものと、その他の容器包装プラやペットボトル等を合わせて、最終的に資源として使われたもの全体ということですか。

（担当課）　そうですね。

（委　員）　参考資料のグラフと見比べると、リサイクル率の計算がどうなっているのか混乱しまして、質問させていただきました。もう一つ良いですか。

（会　長）　どうぞ。

（委　員）　『資料１－５』の「（３）最終処分目標」のところで、平成35年度に大きく下がっていますが、これは、新焼却場ができて、…破砕もここにくるのですかね…、それを焼却にまわす分で、平成35年度は更に減っているという見方でよろしいでしょうか。

（担当課）　そうですね。

　　　　　まだはっきりしたところまでは決まっていないのですが、一応目標としましては、埋め立てるものを極力減らしていこうという考えで動いております。

破砕した後の残渣と、燃やしてうまくできる分についてはそちらの方にまわしたいなというような考えがございますので、一応そういうところの影響で、こちらを下げたような格好になっております。

（委　員）　『岩国市一般廃棄物処理基本計画（案）』で、そのあたりの説明が、このグラフのところでは無かったと思います。

　　　　　説明できる範囲で、少し注釈なりをつけておいた方が、変化が分かるかなという気がします。

（担当課）　はい、分かりました。ありがとうございます。

（委　員）　あと、グラフの書き方についてなのですが、例えば『資料１－１』ですと、下のグラフはリサイクル率が25％から始まっている棒グラフになっており、『岩国市一般廃棄物処理基本計画（案）』の方でも、何箇所かそういったところがあったと思うのですが、これは何か特別な事情が無い限りは０からスタートする棒グラフの方が、誤解が無いかなと思いましたので、ご検討いただきたいと思います。

（担当課）　はい、ありがとうございました。

（会　長）　ありがとうございました。その他にご意見はございますでしょうか。

（委　員）　質問になるかどうか分かりませんが、景気というものにはごみの量は左右されないのですか。

（担当課）　左右されるかというと難しいのですが、今までの状況を見てみますと、そんなに左右されないのかなというところがあります。

　　　　　　ただ、無駄に買ったりする量というのは、やはり景気が良いと多いはずですので、多少は影響があるのかなと思っております。なかなかはっきりとは言いにくいのですが。

（委　員）　少し良いですか。

　　　　　　小型家電回収が始まるのですが、これをすることによって、こちら側の資料に何か影響は受けますか。今説明しておられる回収や再資源に関することに、影響はありませんか。

（担当課）　先程申しましたように、この事業というのは国の実証事業ということで、今始まったばかりのことでございます。影響が無いかというと、私が現場におります関係からいうと、何か影響があるような気がするのですが、ただ、数値的なデータというのがまだ出ておりません。

　　　　　そのあたりも睨みつつ、今回の計画の方に入っていないといえば嘘になるのですが、入れたような格好で作ってはいます。

　　　　　　ただ、先程言いましたように、実証事業を今からするという段階でございますので、はっきりした数値というのが示せないので、そのあたりでよろしくお願いしたいと思います。

（委　員）　分かりました。

（会　長）　他にございませんでしょうか。

　　　　　　ございませんでしたら、次の説明に入っていただきたいと思います。

《担当課説明》重点施策について資料に基づき説明
（会　長）　それでは、「第５節　計画の体系」内の重点施策等についてご質問がございましたら、お出しいただければと思います。

　　　　　　いかがですか、何かございませんか。

（委　員）　新焼却設備を作られる時に、すごく車の量が、この周辺で出入りが増える訳ですよね。今の道路のままでいかれるのか、それとも道路の整備も含めて新焼却設備を考えられているのかというのは、どうなのですか。

（担当課）　今、国の方で、臨港道路の整備が進んでおりますけれど、それができれば、ごみの搬出車両については、それを利用させていただくという予定にしております。

　　　　　　ただ、色々周りの事業が進んでいないというのも現状でございます。路面の改修などという事業も並行して進めてはおりますけれど、新しい道路を市の方が整備するという予定はございません。

（委　員）　今の関連なのですが、外にものを捨てるのであれは、人絹などは、色んなことをして道路を確保したりということをしましたよね。そういったことで、今言われるように、大型が今度はどんどん来る訳ですよね。臨港道路を招致していますが、あれは昭和32年ごろではなかったですか、中央整備局さん。はっきり言っておかないと、ここまでにできないのならできないと先に言っておかないと。

（担当課）　交通量調査等も事前に行っておりますけれど、割合としては、収集の時間帯もある程度は決まっておりますが、一つは交通対策といいますか、そのあたりは充分考えて、先程収集体制と言いましたが、そのあたりも考えていきたいと思っております。

（副会長）　最近は、周辺の住民が結構意見を言われますので、例えば某企業さんなどは、会社に入る為に車に乗って来られますよね。若い方が飛ばすと危ないということで、毎朝企業の方から管理職が出て交通整理をしているところがあると伺っています。ものすごく量が増えるので、そのあたりが少し心配ですよね。

（委　員）　余計なことですけれど、業者は今から…、大きな工事ですよね、これは今までの例を見ても、10億20億ではなく、０が違うくらいの大きな工事になりますよね。大変ですね。

（会　長）　今の地元の交通量の件については、ぜひご参考にしていただいて、問題が起きないようにご配慮をお願いしたいと思います。

　　　　　　他にご質問はございませんか。

　皆様から無いようでしたら、私から一つお尋ねしたいのですが、先程収集体系のことが出ましたね。

　　　　　新施設ができることによって、収集の場所など、色々と形が変わってくるということで、運搬体系の見直しをしないといけないというご説明がありましたが、そういったことに伴って、今度は一般の方々がごみを出す時間帯や出し方への影響というのはありますか。

（担当課）　実は今、調べている最中でございまして、まずは今の体制がどうなっているのかというのを統計など調査して出しまして、その後にどうなるかというのを出していきたいなと思います。

　　　　　　カレンダー上は８時までに出してくださいということでお願いしておりますので、そのお願いの時刻の中で可能な、例えば４時５時くらいまで収集が掛かるようなことにならないように、一応調整はしていきたいなと考えていますが、現状の実態を把握するところから始めたいと思いますので、それができてから、影響が出ないようにということで、無い知恵を絞っていきたいというように考えておりますので、よろしくお願い致します。

（会　長）　分かりました。

岩国の場合は広域で、特に郡部などでは、一つのごみ収集場の範囲が創造以上に広い訳です。

　　　　　そうすると、今おっしゃっている８時という時間帯でも、現実的には冬場は出せない地域が出てくるのです。

　　　　　　そうすると、その方々はどうしても、住民の方が嫌だと言われても、前日に持ち込まざるを得ないケースが出てきています。こういったこともぜひご配慮いただいて、地域差というのもご検討の中に含んでいただけたらと思うのですが。

　　　　　　これは全体の工場の運営のこともありますので、とやかく言えないことだと思いますが、住民への説明をぜひよろしくお願いしたいと思います。

　　　　　　他に皆様の方からございませんでしょうか。

　　　　　　どうぞ。

（委　員）　46ページの先程の「レジ袋有料化」の文言ですが、今更「マイバック持参運動の推進」というのは、何年もしている事柄ですので、「引き続き」などの言葉を入れていただいて…、どこの婦人会や自治会もやって長いですので、こういった形で字句を入れられたらと思います。

（担当課）　ありがとうございます。

（会　長）　他にございませんでしょうか。

（委　員）　会長さんが言われたことに関連するのですが、私は装港地区なのですが、夏場に８時までに出していても、昼から生ごみを取りに来る時もあるのです。管理するのが大変です。

　　　　　　前に一度、何とかしてくれと話をしたことがあるのですが。私が昼に市役所に用事があって行って帰る頃、12時や１時になってもまだ生ごみが置いてあります。冬は良いですが、夏場はとにかく管理するのが大変なのです。経費が掛かるとは思いますが、そのあたりを何とかしてもらわないと、地元で色々と声が出ますので、配慮をよろしくお願い致します。

（会　長）　運ぶのが一番多いところですので、よろしくお願い致します。

　　　　　他にございませんでしょうか。無いようでしたら、次に移りたいと思います。

《担当課説明》生活排水処理基本計画について資料に基づき説明

（会　長）　ありがとうございます。

　　　　　では、只今の生活排水の件について、ご質問やご意見がございましたらどうぞ。

（委　員）　どなたかが言われましたが、米軍は全然この中に入っていないのですか。

（担当課）　米軍は米軍で処理施設を設けられているようですので、今は全然入ってきていません。

（委　員）　今後も入ってこないのですか。分からないのであればそれで良いですよ。

（担当課）　一応下水です。

（委　員）　下水ですよね、あそこは。いいです。

（副会長）　一つ教えていただきたいのですが、104ページの「し尿・浄化槽汚泥の将来見込み量」では、ずっと右下がりに減っていくという見通しです。人口が減っていくというのもあります。

　　　　　　95ページの「生活排水の処理計画」で、今後はできるだけ公共下水道人口を増やし、公共下水道を整備して公共下水道事業を増やしていくということですね。

　　　　　　公共下水道を増やしていけば、出てくるものを皆処理するので、汚泥が増えてくるのではないかという懸念があるのですが、そのあたりはどうなのですか。

（担当課）　公共下水道の汚泥等につきましては、実は廃棄物の区分としまして、産業廃棄物という区分になると通達が出ていますので、今回の計画からはそれが外れてしまうのです。あくまでも一般廃棄物の処理計画でございますので、要はし尿処理施設から出る汚泥等々だけを計上するような格好になります。

（副会長）　でしたら、合併処理浄化槽汚泥というのは、一般廃棄物ですか。

（担当課）　はい、一般廃棄物です。

（副会長）　難しいですが、国で決められていることですので…。　

そうなのですか、分かりました。ありがとうございました。

（会　長）　他にご質問ご意見がございますでしょうか。

（委　員）　先程と同じ104ページで、し尿の排出原単位が増えているのは、何か理由を考えてこういう傾向を示されているのでしょうか。

（担当課）　このあたりなのですが、一応今の現状部分を考慮した値になっておりますので、赤いラインになりますね。　とはいえ、だんだんし尿というのが減ってくるので、特に山村部等々が増えてくるのかなということで、原単位についてはほぼ横ばいでいく…結局、多分都市部などは簡易水洗の方が結構多いのかなと。簡易水洗だと水を捨てるようなものなので、それがだんだん公共下水に切り替わってくると、増えていたものがほぼ横ばいになってくるのかなという考えでございます。

（委　員）　分かりました。

（会　長）　他にございませんか。

（委　員）　ご説明いただいたページよりも前になってしまうのですが、86ページの「２　環境基準の達成状況」のところを見ると、ＣＯＤ並びにＴ－Ｎ、Ｔ－Ｐ値が基準値を達成できていないという形になっていることがあるようなのですが、これは今後、施設の整備方針と合わせて、達成するような計画などはあるのでしょうか。

（担当課）　今は水の関係でございますので、私共と致しましては、浄化槽等を勧めていきます。

工場などの排水というのは割と基準値が厳しく、縛りが濃い関係で、かなり綺麗になってきているなという個人的な意見なのですが、今から生活排水をおこなっていけば、ある程度このあたりは改善してくるかなという考えはございます。私が集中的にその話を担当を請け負っているわけではないというのがあるのですが、一応考え的には、生活排水を綺麗にしていくというのを、私共で浄化槽の普及率等を進めていきましょうという目標を定めておりますので、そのあたりで改善されていくのかなというように考えております。

（委　員）　ありがとうございます。

（会　長）　他にございますか。

（副会長）　すみません、将来的にいうと、錦地区のし尿をみすみのし尿処理場に持って行くというご計画ですよね。「みすみクリーンセンター」は、今かなり余裕があるのですね。

（担当課）　余裕はございます。実際余裕はあるのですが、受け入れている余裕があるかというと、今検討中です。

　　　　　　なぜかといいますと、ずっと同じ量出てくれば処理できるのですが、どうしても季節的な変動が出てきますので、そこで少し吸収しきれない部分があります。今すぐ明日からみすみへというのは難しい状況でございます。

（副会長）　そこの設備が、工事を始められてできあがるまで、私はほとんど毎日くらい見ていたのですが、すごく立派な設備ですよね。余計なことでごめんなさい。

（会　長）　他にはございませんでしょうか。

　　　　　　時間がだいぶ迫って参りました。無いようでしたら、本当は休憩を取りたいのですが、時間の関係がありますので、このまま進めさせていただこうと思いますが、いかがでしょうか。

よろしゅうございますか。それでは次の項目をお願い致します。

《担当課説明》進行管理体制について資料に基づき説明

（会　長）　「進行管理体制」について、何かご質問ご意見がございましたらお願いします。

　　　　　ございませんか。無いようでしたら、私の方から。
115ページの表にありますように、計画ができたものを持って、途中経過をフィードバッグしていただけると、それは大変良いことだと思います。それと同時に、ここにいる審議会だけの事項にしないで、基本計画全体、廃棄物のところの末端で協力してくださるのは市民ですので、市民への情報の公開を是非よろしくお願いしたいと思います。

それをお願いしまして、他に意見がございませんでしたら、この件についての審議をこれで終わりたいと思います。いかがでしょうか。

それでは一応、これで『岩国市一般廃棄物処理基本計画（案）』についての検討を終わりたいと思います。ありがとうございました。

（担当課）　どうもありがとうございました。この後のこの計画に関する予定でございますが、11月11日から12月９日までの間にパブリックコメントを募集致しまして、皆様のご意見をお伺いする予定にしております。
　　　　　また、その結果につきましては、次回の『環境審議会』で皆様の方にお知らせしたいと思っております。よろしくお願い致します。

　　　　　　　ありがとうございました。

（会　長）　次の会議に入りたいと思います。

　　　　　　本日二つ目の議題で、「悪臭防止法規制地域の変更について」の審議に入りたいと思いますが、本題に入る前に、本議題とあわせて今年度内に審議する予定となっております「騒音・振動規制法指定地域の変更について」の諮問があるということですので、これを受けたいと思います。

（事務局）　諮問書の提出（環境部長）
　　　　　　このことについて下記のとおり諮問致しますので、ご審議の上、答申賜りますよう、お願い致します。

　　　　　１．諮問事項

　　　　　　　悪臭防止法規制地域及び騒音・振動規制法指定地域の変更について

　　　　　２．諮問の趣旨

　　　　　　　悪臭防止法、騒音規制法及び振動規制法では、住民の生活環境を保全する必要があると認められる地域を指定することとされております。

　　　　　　　地域の指定は、都市計画法（昭和43年法律第100号）に基づく用途地域の定められている地域に基づいておこなっており、今回の諮問は、平成25年６月に行われた用途地域の変更を受けて、地域の指定を変更しようとするものです。

　　　　　　　つきましては、変更が周辺環境等を考慮した適切な地域指定となっているか、御意見をいただきたく、諮問致します。

　　　　　　平成25年11月１日　岩国市環境審議会会長　藤野完二様

　　　　　　岩国市長　福田良彦』

　　　　　　よろしくお願いします。

（会　長）　それでは、只今諮問がありましたので、これから「悪臭防止法規制地域及び騒音・振動規制法指定地域の変更について」の審議に入りたいと思います。審議に入るにつきまして、主旨説明をお願い致します。
《担当課説明》悪臭防止法の概要を資料に基づき説明

（会　長）　何かありますか。

（委　員）　これは、先に用途変更をしたということですね。

（担当課）　そうですね。

（委　員）　した地域によって、今まで掛かったり掛からなかったりしたのを精査したらこうなったということですね。

（担当課）　そういうことです。

（委　員）　そうしたら、否応無いですね、先にしたので。

（担当課）　それはあくまでも基本ですので、特にここの地域はというのがあればご意見をいただきたいと思います。場所毎によって、もっと厳しい規制が必要だというのがあれば、今回ご指摘いただければと思います。
（委　員）　すみません、麻里布地区はこの中に入らないのですか。

（担当課）　麻里布地区は、今回、都市計画の用途地区の変更は行っていなかったので一覧に入っていませんが、規制地域の中には入っています。

（副会長）　無指定でＡＢＣのどれにも入らなければ、どんなに臭いを出しても良いということですか。

（担当課）　今回ご審議いただく「悪臭防止法」による規制というのは無いのですが、山口県悪臭防止対策指導要綱というものが別にありまして、それにつきましてはこの用途地域外でも臭気指数という形で規制が掛かっておりますので、どこでも何でもして良いということではありません。

（委　員）　これは、企業が出す工場の悪臭ですか。

（担当課）　事業所として、そういったところからの悪臭を規制するということです。

（委　員）　今はだいぶ改善されましたが、装港地区はものすごく臭かったのです。仕事から家に帰ってドアを開けたらすごく臭いのですが、２，３分すると慣れてしまって、我々はずっと住んでいますが。工場の近くですし。

（担当課）　それは充分、事情を知っております。最近はそうでもないですか。

（委　員）　そうでもないのですが、自動車公害がすごいです。

　　　　　安全協会で、交通安全週間の時に黄色い旗を立てたら、二回立てると真っ黒になるのです。

（担当課）　そうですね、おっしゃいましたような自動車等というのは移動するもので、事業所とは少し違いますので、この法の適用にはならないのですが。

（委　員）　これは何年に一回…、用途地域というものは一緒ではなく、住宅地等というものは色々と変わりますね。それは、建築に携わっていたのでだいたい分かってはいるのですが。　

（担当課）　今、市の方では都市計画課というところがこの用途地域の変更をしているのですが、基本的に何年周期だったかは分かりませんが、何年か毎に見直しをかけています。

（会　長）　他にございませんでしょうか。

　　　　　こうしてみますと、無指定のところが都市計画の指定に入るというのが多いですね。

（担当課）　今回はそうですね。指定される方が多いですね。

（会　長）　そうすると、規制が無いところ規制がかかるという形になってくる訳ですね。

　　　　　　逆に住民側から言えば、加えていただけると良いということになりますが、そういった意味で言うと、ここではなかなか意見が出にくいのかなと思うのですが。

（担当課）　今回この環境審議会に掛けさせていただく用途地域の変更というのが、平成24年度までは県の事務でした。

　　　　　　それが市の方に下りてきまして、県の変更の方法を色々聞き、環境審議会に諮って指定地域の変更をしていますということでしたので、今回掛けさせていただくことにしています。

（委　員）　逆に、変更してもらったら困るという人も出てきます。

（担当課）　そうですね、趣旨としては、そこに住んでいる住民の方を守るということですので。

（副会長）　こういう地域に指定されると、年に一回や二回でもどこかの時点で濃度の測定はされるのですか。

（担当課）　排出事業所があれば、その周辺でします。

　　　　　　ただそれも、かなり強い臭いを出していますという住民の方からの要望等があれば測っていくということになります。

（会　長）　いかがでしょう、他にございますでしょうか。

　　　　　この点については、今日何か結論を出す必要がございますか。

（担当課）　今日は意見があればいただいて、持ち帰って整理して、回答できるようなものであれば回答させていただき、最終的に答申いただくという形をとりたいと思います。

（会　長）　はい、分かりました。

《担当課説明》個別の地区に関する変更内容を資料に基づき説明

（会　長）　今の個別の説明を聞いて、ご質問はございますでしょうか。

　これの住民の方への説明というのは、これからですか。

（担当課）　住民への説明というのは、告示という形でお示ししてご覧になっていただくという手続きでしております。個別に自治会等にあたって説明するということはありません。

（会　長）　他にございませんでしょうか。

　　　　　　無いようでしたら、今日の審議はこれで終わりたいと思いますが、今後何かご意見がございましたら、環境保全課の方まで出していただきたいと思います。

（会　長）　ではこれで、本日予定しておりました議題の審議を終わりたいと思います。
